
- 1 -

（ 年 月作成）成績概要書 2005 1

水稲直播栽培の導入定着の課題と経済的条件研究課題：

（温暖な気候を活かした水稲直播栽培の安定化と普及）

（低コスト米生産総合技術開発特別事業）

担当部署： 中央農試 生産システム部 経営科、道南農試 技術体系化チーム

協力分担： 渡島南部・中部地区、檜山南部地区農業改良普及センター

予算区分： 道 費

研究期間： ～ 年（平成 ～ 年度）2004 2006 16 18

１．目的

道南南部を対象に水稲直播栽培の導入に向けた課題を整理し、定着の前提となる経済的

条件を明らかにする。

２．方法

１）渡島・檜山地方における今後の農地流動面積の予測と、耕作放棄地の発生回避に必要

な１戸あたり規模拡大面積の試算。

２）直播栽培導入に際する問題点の把握と、直播栽培の導入定着に向けた課題の整理。

３）直播栽培の労働時間とコストの試算。コストの充足に必要な最低収量水準の試算。

４）直播栽培の作業受委託の つのモデル設定と、各モデルの経済性の解明。3
３．結果

１）渡島・檜山では離農が増加し平成 ～ 年の間に耕地面積の ％、 ％が流動12 27 51.2 41.5
化する。こうした農地の有効利用には経営規模の拡大が必要であり(渡島 → ､:6.2ha 12.7ha
檜山 → )、水田を中心に農地の有効利用のあり方が重要となる（表１、２ 。:7.2ha 12.3ha ）

２）道南南部では、水稲の中生良食味品種の直播栽培拡大が期待される。しかし直播栽培

の作付面積は (平成 年)にとどまる。直播栽培導入経営が指摘する問題は、ア）39.4ha 16
技術が未確立で収量水準が低いこと、イ）直播栽培に適合した機械の導入と利用の体制が

確立されていないこと、ウ）水利や防除体制が直播栽培に対応していないことである（図

。このため、直播栽培を進めるには、ア）収量の安定化、イ）直播専用機の導入・利1）
用体制の確立、ウ）直播栽培に対応する柔軟な水利・防除体制の検討が課題となる。

360kg/10a 1３）①移植用機械を有する場合、直播栽培が採算を得るのは湛水直播で 以上(

戸当り 作付)、乾田直播で 以上(同 作付)である。さらに機械の更新を踏3ha 330kg/10a 4ha
まえる場合 湛水直播で 以上( 戸当り 作付) 乾田直播で 以上(同、 、420kg/10a 1 12ha 390kg/10a

作付)が必要となる(いずれも土地改良水利費が 円 、直播専用機を 戸で導16ha 5,000 /10a 5
入する場合)。②直播の平均収量は渡島中部で (平成 ～ 年)、檜山南部で352kg/10a 12 15

(平成 ～ 年)であり、移植の平均収量を上回る。しかし、品種別でみると年437kg/10a 10 15
、 。 、次間で収量水準はばらつきがあり ①の収量水準を満たさない場合がみられた このため

直播導入は収量水準の高位安定化が前提となる（図 ～ 。2 4）
４）①集約作物の導入が進んだ地区では、特定の経営が湛水直播の専用機を導入し、代か

きと播種作業の作業受委託を行うことが経済的に成立する。この前提は、花き等の集約作

物から得られる収益が十分高く家計が安定して維持できることである。②水稲と転作作物

が中心となる地区では、作業受委託のもとで委託・受託双方が十分な所得を得ることは難

しい。また、料金水準をめぐって委託経営と受託経営が対立的になりやすく、地域ぐるみ

の組織的な対応等が必要となる。③離農が激しい地区では個々の経営の取組みだけでは農

地の有効活用が難しい。このためア）直播栽培における機械作業の大規模受託経営への集

積、イ）サブオペレータ制など機械作業における柔軟な雇用のしくみの構築、ウ）水管理

等の軽作業における離農労働力の活用、エ）作付の団地化による作業効率化の推進、オ）

農地の有効利用に向けた助成措置の見直し等により、受託経営と委託経営の経済性の向上

と適切な農地利用が可能となる（図 、 。5 6）
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表 予想される農地の流動化面積 表 耕作放棄回避に必要な農家 戸当り面積1 2 1

図 直播不安定化の特性要因図（渡島中部） 図２ 湛水直播の 当りコスト1 10a

図 乾田直播の 当りコスト 図 直播栽培の 当り収量(渡島中部)3 10a 4 10a

図 土地と労働の関係(地域ぐるみの受委託) 図 経済的関係(地域ぐるみの受委託)5 6
４．成果の活用面と留意点

水稲の作付を維持しながら集約作物の導入をはかる場合や、離農に伴う農地の有効利用

の方策を検討する場合に活用する。

５．残された問題とその対応

、 。水稲直播栽培導入による具体的な地域誘導方策については 当課題で引き続き検討する
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ﾘ ﾀｲﾔ 経 営 群

貸地 　 4 1.4 ha 直播 機械 作 業実 施
　　　 　42.0ha労 働 提 供 （雇 用 ）

機 械 のｻ ﾌﾞｵﾍ ﾟﾚｰﾀ

　 　2 ,0 78h r/ 年

軽 ﾄﾗのレ ン タル

　  受 託 経 営

黒大 豆　5 1.4h a

直播 (受 託) 42 .0 ha

( 黒 大 豆 の販 売 )

労 働 提 供 （雇 用 ）

水 稲 管 理 作 業 等

　 　3 ,1 29 hr/ 年

花 き 経 営 ７経 営

ｶｰﾈｰｼｮﾝ　5 .6 ha

直 播　4 2.0h a

(花 き の 販売 )

（ 米 の販 売 ）

  受託経 営

所得　1,179万

労賃　564万円

黒大 豆売 上

 3,2 38万円
黒 大豆 変動費  　1, 747万 円

直播　 変動費 　 2, 017万 円

減価 償却 費等  1,679 万円

直播 作業 料金

 2, 948万 円

畑作助成　9 26万円

　 (現行　2,15 3万円 )

直播助成　378万円

直播助成　3 78万円

花 　変動 費　 17,55 3万円

季 節雇 　　　　 4,214 万円

減 価償 却費等 　2,9 82万円

借地 料　 414万

ｻﾌﾞｵﾍ゚ 労賃　3 74万円
軽トラ・ﾚﾝﾀﾙ　80万円

(22 7万円 ) (227万 円)

ﾘﾀｲﾔ経営 群
花き 経営  7経営

所得　9,284 万円

（1,326万円/戸)  米　 売上  　2,94 8万円

花　 売上 　33,9 92万円
収入1,205万

　　　　単位：ha、％

耕地面積

１戸当り
面積不変
の際の耕
地面積

流動化
面積

流動化率

平成12年 平成27年 H12ﾍﾞｰｽ H12ﾍﾞｰｽ

① ② ③=②-① ③/①

　渡島地方 27,048 13,204 13,844 51.2

　檜山地方 20,585 12,042 8,543 41.5

地　区　名

　　単位：ha/戸、％

１戸当り
耕地面積

耕耕作放
棄回避に
必要な1戸
あたり面
積

1戸当り
拡大面積

拡大率

平成12年 平成27年 H12→27 H12→27

⑤=③/① ⑦=③/② ⑦－⑤ ⑦/⑤

　渡島地方 6.2 12.7 6.5 2.0

　檜山地方 7.2 12.3 5.1 1.7

地　区　名
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